
 

 

                             
平成 19年９月 28日 

各      位 
 

会 社 名 パシフィックシステム株式会社 
代表者名   代表取締役社長 末武 信一 

（コード番号 ３８４７ JASDAQ） 
問合せ先 取締役経営企画室長 小澤 文男 
（TEL．０３- ５８４７-４７００ ） 

債権等の取立不能又は取立遅延のおそれに関するお知らせ 

今般、当社の取引先である株式会社マキ製作所が、平成19年９月27日付で民事再生手続開始の申立

てを行ったことに伴い、下記のとおり、当該取引先に対する債権等について取立不能又は取立遅延の

おそれが生じましたのでお知らせいたします。 

記 

１．債務者（株式会社マキ製作所）の概要 

(１) 商 号    株式会社マキ製作所 

(２) 本 店 所 在 地    静岡県浜松市東区篠ヶ瀬町630番地 

(３) 代 表 者    代表取締役社長 京谷 尚樹 

(４) 資 本 金 の 額    1,186百万円（平成19年３月31日現在） 

(５) 主な事業内容    農村における果実、野菜・花卉類の集出荷選別荷包装施設ならびにク

ールシステム付貯留施設、養蚕の自動飼育ﾌﾟﾗﾝﾄの設計作成、            

              産業用各種製・封函機、ケーサー、商品仕分ソーター、ラインフィー

ダー他コンベアーラインの設計製作 

              各種冷間ロール成形部材の製造販売 

２．債務者に生じた事実及びその事実が生じた年月日 

株式会社マキ製作所は、平成19年９月27日、静岡地方裁判所浜松支部に民事再生手続開始の申立

てを行い、受理されました。なお、同日（平成19年９月27日）保全決定がなされております。 

 

３．債務者に対する債権の種類及び金額（平成19年９月27日現在） 

債 権 の 種 類     売掛債権 

金 額     約２３百万円 

（最近事業年度の末日（平成19年３月31日）の純資産（2,103百万円） 

              に対する割合は、約1.1％） 

※なお上記債権の他に、株式会社マキ製作所の受注に対して、平成19年９月27日現在において、 

約８０百万円の仕掛残を有しております。これらの債権等は現時点で当社が考えうるものすべ 

てを挙げておりますが、今後の精査により変更される可能性があります。 



 

 

４．今後の見通し 

  現時点において、当社の取立不能見込額を合理的に見積もることは困難でありますが、今後にお 

いて特別損失を計上する可能性があります。特別損失につきましては、今後見込みがつき次第速や 

かに開示いたします。 

以 上 
 

 

 


